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　四国地域の地震活動は上部地殻および最上部マントルで活発である。地殻の中部にも弱い活動が

見られる地域もあるが，下部地殻にはほとんど地震が発生していない1)。これらの地震の主圧力軸

は上部地殻は東西，最上部マントルは南北であることが知られている。この応力場をより詳細に調

べるため発震機構を調べた。調査した期間は1985年5月から1988年9月で，観測網とその周囲に発

生したマグニチュードがおよそ3以上の地震を解析した。隣接の大学の観測網および気象庁のデー

タも加えて，初動の押し引きによって発震機構を求めた。

　第1，2図はそれぞれP軸およびT軸の方向の水平成分を示す。地震の深さを23kmで区分し，浅

い地震を○で，深い地震を●で示してある。これは従来から知られているとおり，P軸について

は，浅い地震は東西，深い地震は南北を示し，T軸はほぼそれに直交方向であることを示している。

これはほとんどの地震が横ずれ型に近い断層の型であることを示している。第3図はP軸の最大傾

斜の方向を，中央構造線にほぼ垂直な方向の断面に投影したものである。図には地震の分布（198

5～1990年）を同時に示してあるが，マントルの地震の北向きの傾斜に沿って，P軸がdown－dip

compressionであることが分かる。第4図はT軸の最大傾斜の方向を中央構造線に平行な面に投影

したものである。この図にも地震の深さの断面を示すが，マントルの地震発生面の走向に沿う方向

のT軸が見られる。これらはマントルの地震発生の応力場を表していると考えられる。さらに，小

数ではあるが四国の中部と紀伊水道，正断層型の地震が見い出されている。
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　　　　　　　　　　　　　第1図　P軸方向の水平成分　○は23km以浅，●は深さ23㎞以深

Fig.1　Horizontal components　of　P-axes.Open　and solid　circles　show　earthquakes　shallower　than 23 km　and deeper　than 23 km,respectively.
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　　　　　　　　　　　　　第2図　T軸方向の水平成分　○は23km以浅，●は深さ23km以深

Fig.2　Horizontal　components　of T-axes,Open　and　solid　circles　show　earthquakes　shallower　than 23 km　and deeper　than 23 km,respectively,
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第3図  中央構造線にほぼ垂直な断面図（N18°W）への震源とP軸の最大傾斜の方向の投影。南海トラフから北に傾斜する地震の面に沿うP

軸の方向が卓越する。

Fig.3 projection of dip angles of P-axis on the vertical section(N18°W)perpendicular to the Median Tectonic Line Plus signs show

　　　　 hypocenters　during　the　period 1985 - 1989 projected　on　the　same　plane.Down-dip　compression　is　predominant　along　the　seismic
　　　 　zone　in　the　mantle　dipping　northwards　from　Nankai　Trough.
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第4図　中央構造線に沿う垂直な断面図（N72°E）への震源とT軸の投影，紀伊水道に向かって，深くなる地震の面に沿う方向

　　　　のT軸が卓越するように見える。

　　Fig.4 Projection of dip angles of T-axes on the vertical section(N72°E)parallel to the Median Tectonic Line,Plus signs show hypocenters

　　　　　during　the　period 1985 - 1989 projected　on　the　same　plane.T-axes　along　the　strike　of the　seismic　zone　is　predominant　in　the　upper

　　　　　mantle.

一408一


	本文
	第１図
	第２図
	第３図
	第４図



